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2021 年 新年挨拶

日本オーストリッチ協議会 会長 竹原一明

年が改まり、新型コロナウイルスが終息しない中、昨年暮れから高病原性鳥イ

ンフルエンザ（HPAI）が日本各地で発生しており、過去に例を見ない殺処分羽

数となっています。日本オーストリッチ協議会（JOC）会員の皆様にとっては、

息が抜けない毎日と存じます。

昨年 6月 30 日には、家畜伝染病予防法の“飼養衛生管理基準（鶏その他家き

ん）”が改正され（以降、新基準）、10 月 1 日から施行となっています。2011 年

からは、だちょうも対象家きんとなっており、この基準に従わねばなりません。

新基準では、「衛生管理区域専用の衣服及び靴の設置」や「家きん舎ごとの専用

の靴の設置」が義務付けられています。さらに新基準では、農場ごとに「飼養

衛生管理マニュアル」を 2022 年 2 月までに作成せねばなりません。これらにつ

いては、今後、詳細に説明の機会を設けたいと思います。

世の中では、持続可能な開発目標（SDGs）が 2015 年に全世界で採択され、2030

年に向けた活動が始まっています。牧草や食品製造副産物の利用など、ダチョ

ウの長い消化管を生かした、人間の食糧と拮抗しないダチョウ飼育方法は、今

後重要視される畜産業です。皆さんの工夫とアイデアで、ダチョウ産業を伸ば
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していきましょう。

ダチョウ産業も、“21 世紀の新しいオーストリッチ飼育方法”を取り入れ、高

い生産性体制を確立するとともに、飼養衛生管理体制も万全な、安定生産がで

きるよう、期待しております。
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令和 2 年度 鳥インフルエンザ発生に警戒

令和 2年度においては 11月 5日、香川県においての疑似患畜の確認以降、2月
25日の宮崎県の事例を含めて、17県 51事例が確認されました。ダチョウ飼育

農場の皆様にも最大の警戒を払っていただけますようお願いいたします。

また下記リンクには発生状況・防疫措置状況の他、注意喚起ポスターが掲載さ

れているので、内容を確認を頂けるようお願い申し上げると共に、注意喚起ポ

スターと発生状況の資料を同送いたします。

農林水産省：令和 2年度 高病原性鳥インフルエンザ発生状況について

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/r2_hpai_kokunai.html
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飼養衛生管理基準改正

竹原会長の挨拶にありました通り飼養衛生管理基準の改正をうけ、農場毎の飼

養衛生管理マニュアルの作成が 2022年２月までに必要になります。これについ

ては近日に事務局にも資料が届く予定ですので、改めて情報を会員の皆さんに

共有し、マニュアル作成について事務局の方でもサポートできる体制を整えた

いと思います。

参考リンク：農林水産省 飼養衛生管理基準遵守の手引き

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_shiyou/attach/pdf/index-138.pdf

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/r2_hpai_kokunai.html
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/katiku_yobo/k_shiyou/attach/pdf/index-138.pdf
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緊急事態宣言再発令

令和 3年 緊急事態宣言再発例に伴い、特に飲食店向きのダチョウ肉の取引を

されている会員の皆さんには多大な影響がでている事と思います。

これについて、経済産業省ホームページに影響がでる業種への給付金の案内が

でておりますので、リンクを紹介します。

経済産業省：緊急事態宣言の再発例に伴う経産省の支援措置について

https://www.meti.go.jp/covid-19/kinkyu_shien/

（上記サイトより抜粋）

https://www.meti.go.jp/covid-19/kinkyu_shien/
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【JOIN】JRA 畜産振興事業 「ダチョウ飼養高度化推進事業」を応募

JOIN事務局は令和３年度ＪＲＡ畜産振興事業に「ダチョウ飼養高度化推進事

業」を応募しました。採択の諾否は３月末に通知を受ける見通しです。

今回は３ヶ年事業として応募し、計画の概要は、１年目にモデル的ダチョウ飼育

農場におけるダチョウの生産記録の実施状況を調査した上で、２年目に飼育管

理情報システムを構築し、３年目に全国各地のダチョウ飼育農場でその活用の

普及を行うといった内容になっており、各農場生産記録管理の推進とそのネッ

トワーク化による高度化を推進し、生産技術の向上、流通の活性化を図るとい

った内容となっています。

この事業で構築する飼育情報管理システムは、スマートホン等を活用して各農

場の飼育管理記録を可能とすることで、生産記録管理の簡易化を図り、共通の

形式を使ってネットワーク化することで、羽数や生産状況の把握の簡易化や売

買の促進、飼育管理データと生産結果の比較検討による親鳥の選別や飼料内容

の改善などの判断基準となるデータの蓄積が可能となり、飼育技術の基礎情報

を海外のデータによっていた国内のダチョウ産業の飼育管理技術の向上には不

可欠なものと考えています。
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【JOIN】新規取扱商品 ダチョウ肉レトルトカレーのご案内

ダチョウ食肉の活用製品について、広島県三次市の広島県布野オーストリッチ

株式会社（代表 益田邦昭）の企画したレトルトカレーを取り扱い開始しまし

たので、ご案内申し上げます。

この商品はカレーにする際に、ダチョウモモ肉を 5 ㎜ほど小さくカットして

いるのが開発された益田さんの工夫で、ダチョウ肉はカレーにする際、ゴロゴ

ロとした大きさのカットだと加熱の過程で肉が締まり、食べたときに肉の繊維

が歯に挟まってしまうこともしばしばありました。そうした点を改良した 5 ㎜

カットに感心しました。

常温製品で扱い易い商品で、サラミ・ジャーキーに続く定番商品になっても

らえるものと期待しています。広島県布野オーストリッチ株式会社の道の駅、

月間で 100 個以上もの販売実績が出たとのことです。お取り扱いをご検討いた

だきたくお願い申し上げます。

■商品画像

*現ロット品賞味期限令和３年９月 7日

サラミやジャーキーとともに贈答用の梱包も承ります。

■参考上代 1000円（税込み）

JOC会員価格 800円（税込・送料別）

Join組合員お取り扱い価格

＊事務局にお問い合わせ下さい
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マイナンバーカード取得のご案内

令和２年 11 月から令和３年３月まで、まだマイナンバーカードをお持ちでな

い方へ、地方公共団体情報システム機構より、QR コード付き交付申請書（以下、

「交付申請書」という。）が順次送付されます。

マイナンバーカードは、本年３月末までに申請いただければ、本年９月末ま

でにマイナポイントの申込み及び申し込んだキャッシュレス決済サービスを用

いてチャージ又は決済を行うことでマイナポイント（上限：5,000 円分）を取得

することができるようになります。また、本年３月から健康保険証としての利

用が始まるなど、ますます便利なカードになります。さらに、マイナンバーカ

ードの健康保険証利用は、企業の健康保険に係る事務のコスト縮減につながる

ことが期待されます。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

事務局「ダチョウ科学館」計画について

前号でお知らせした、事務局施設を改装して「ダチョウ科学館」と

する計画は、産業情報やダチョウ関連グッズの展示にとどまらず、

調理師専門学校を卒業した経歴を活かしてダチョウ肉料理を楽し

んでもらえる飲食・カフェ営業機能を追加する方向に修正を加え、

３月中のオープンを目指す方向に方針転換しました。

平行してダチョウ肉料理の数々、食肉加工品、オイル製品、革製品、羽根製品、

卵殻を用いた工芸品を紹介する動画を撮影、Youtube等に投稿して産業の PRを

図ってゆきたいと考えています。

田中 俊之
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